
大島河原砂防堰堤が土砂を捕捉（長野県飯田市上村）

・令和2年7⽉5⽇から7⽉7⽇にかけて、梅⾬前線による最⼤時間⾬量19mm/h、総⾬量274mm
の⼤⾬が発⽣。この⾬により令和2年7⽉6⽇19時00分頃、上流の蛇洞沢より⼤量の⼟砂が流出。

・⼤島河原砂防堰堤が⼟砂を捕捉、下流への被害なし。
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約８万㎥の容量が空いている
（令和元年11月現在）
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今回、土砂を捕捉したことにより満砂状態
⇒約８万㎥の土砂を捕捉
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